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編集者の Hocking（2020a）によれば，本号は社会的に許容されない作業 3 編，精神障害者の

社会的相互作用と社会参加に関する 3 編，人々の作業に影響を与える社会的プロセスを議

論した３編，計 11 編の論文を掲載する． 

Sy ら（2020）は，フィリピンにおける薬物摂取を作業形態，機能，意味の観点から分析

した．薬物使用は，フィリピンの社会的規範，価値観，道徳的基準に準拠している可能性を

指摘し，作業的公正の視点からこの問題を論じた．Twinley ら（2020）は，作業科学が学際

的価値を生み出すように，包括的な作業の見方を導入する重要性を訴える．「作業の暗い側

面」から，先行研究を批判している．Gish ら（2020）は，ゲイ男性の覚せい剤使用に関する

文献レビューを行い，許容されない作業の言外の意味に着目している．ヘルスプロモーショ

ンとリスク回避に根ざした視点が，その作業に誤った解釈をもたらす可能性を示唆した．一

方で Morrison ら（2020）は，チリの政治的・社会文化的状況に起因する差別や排除のため

に，子育ての作業から排除されている２組の同性カップルの経験を探求した． 

続いて，Eklund ら（2020）は，作業と社会的交流の各側面はウェルビーイングとどのよう

に関連するのか質問紙調査を行った．スウェーデンの支援住宅に住む重度の精神障害者 155

名および一般住宅に住む比較群 111 名がこの研究に参加した．活動レベルや作業バランス

よりも，日常の作業への満足度の方が主観的ウェルビーイングに良好な影響をもたらすこ

とを明らかにした．Fox（2020）は，精神疾患を持つ人々が，青年期に最初に発症した後の

社会参加の変化について共同エスノグラフィーを用いて調査した．社会と個人との複雑な

相互作用に言及した．Tomar ら（2020）のエスノグラフィー研究では，重度の精神障害者 18

名とサービス提供者 16 名が研究参加者となり，作業エンゲージメントに影響する社会的プ

ロセスを探索した．道徳的経済学の枠組みを用い，作業を有形資産として概念化し，階層と

制度をつくり維持する作業の機能を強調した． 

最後に， Huot ら（2020）は，英語を第一言語としないカナダへの移民の作業に及ぼす個

人と社会の影響について考察した．言語はコミュニケーションの手段を超えて，必要で行い

たい作業に結び付くことの障壁になりうることを指摘した．Marshall ら（2020）は，退屈と

ホームレスに関するレビューを行った．退屈はホームレスの経験の特徴であり，環境が退屈

の決定要因であることを示した．Jansson（2020）は，賃金労働の意味とベーシックインカム

導入がもたらす可能性を考察した．インクルージョンや作業的に公正な社会の実現に向け

て，あらゆる手法が議論され発展されるべきであると主張した． 

 以上，本号の 11 編の論文では，個人と社会が複雑に絡み合いながら人間の作業を規定す

るさまが探求，記述されている．社会的に許容されない作業を作業科学の議論に載せている

ことは，作業科学の更なる発展を感じさせるものである． 

髙島理沙（北海道大学） 
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2020 年発行の JOS27 巻 2 号は，人の作業がどのように意味づけられ, 社会や文化とどの

ような関わりをもっているのかを再考することをテーマとした 10 編の論文が掲載されてい

る.編集者の Hocking（2020）によると, 作業の複雑性や作業への適合性, 強化的側面, 作業



の変化など既存の作業に関する概念を見直すきっかけとなる論文が採用されている.具体的

には, 親としての日常的な作業を再考することや, 原住民の社会的・感情的経験に関わる文

化的習慣の探究, 若年成人男性ロックミュージシャンの作業パターンと同一性など, 作業

の経験をどのように認識や理解するかといった内容が含まれている.本書評では代表的な４

つを以下に紹介する. 

 Sethi（2020）は, 作業科学では親業を親子の相互作用に対する双方向性のアプローチと

して認識してきたが, この概念では家族の信念や価値観, 親業という作業に対する幾多の

社会的影響や親の文化的世界観に関わる複雑さを捉えることが困難であると指摘した.母親

の役割が世話人, 養育者, 教育者, 保護者, 学習者と言った多様で相互に関わりのある役割

により構成されていることを明らかとし, 一つの作業や共作業として捉えるのではなく多

様な作業を網羅する関係役割として捉えることの必要性を説いた. 

Gibson ら（2020）は, アボリジニの長老と老人の社会的, 感情的 Well being の経験に焦点

を当て, 長老と老人は家族, コミュニティ, 国の文化的 Well being が継続するために必要不

可欠な存在であることを明らかにした.社会的, 感情的 Well being の枠組みはアボリジニの

長老と老人の文化的慣習を論じるための重んずる基盤を提供し, 探究に確かな根拠をもた

らす文化的 Domain を与えると主張した. 

Booth ら（2020）らは, 高齢者の余暇への積極的参加を促進することの重要性に着目し, 余

暇として作業の利点を理解するために, ラインダンスに参加している高齢者がどのように

作業を認識しているのかを明らかにした.ラインダンスへの参加は, 退職後の意味のある作

業の機会を提供し, 身体的健康, 気分, 認知, スピリチュアリティに肯定的な結果をもたら

したと報告し，これまでの余暇参加のエビデンスを強化した. 

Dallman ら（2019）は, 作業科学における affectus と emotion（どちらも感情と翻訳され

る）の概念の調査研究を行い, 学識のレビューを報告した.この２つの概念の間にある，今後

の研究を必要とするいくつかの違いを特定し, 作業参加をしている間の affectus と emotion

のプロセス, emotional の記述をどう解釈するかの検討, emotion の機能的な役割の特定が必

要であると説いた. 

ここでは４つの論文を紹介したが, 本号では他にも既存の概念を見直すなど新たな発見を

私たちに提供している論文が多く掲載されている.作業の捉え方を発展させるために一読の

価値がある論文ばかりであった. 

馬場博規（磐田市立総合病院）, 小田原悦子（フリーランス） 
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JOS27 巻 3 号は社会と社会的課題の間に起こった問題が，個人として，集団的存在として

の人々の作業的生活にどのように影響し，されるかを論ずる 8 編の論文を取り上げた．編

集者 Rudman, Simaan & Nayar（2020）によると, 本号のテーマは，作業科学が興味を持つ

社会的・政治的現象である社会問題（植民地，移民に関わる不公正など）が議論された 2019

年 New York で開催された Study of Social Problems にインスパイアされたものであり，批

判的視点で社会と人々の日常の作業を検証している．以下に紹介する． 

Leadley ら (2020) は，貧困，健康，作業の関係をテーマに，質的ケーススタディ

ーを使って，貧困と子供の作業参加のパターンを探った．オーストラリアで収取したデータ

から，貧困は子供の生活全般，習慣，役割，家族ルーチンの崩壊，つまり，作業的剥奪に至

ることを指摘した． 

Gonçalves & Malfitano (2020) は Brazil の若者の参加型ワークショップを使った

質的研究により，スラムに関するスティグマが若者たちの日常生活と都会の移動に深いか

かわりがあること，それを克服することの重要性を指摘した． 

Peter & Polgar (2020) はクリティカルナラティブ分析を使い，社会政治的動向が

持つカナダ，オンタリオ在住の社会扶助受給者の生活経験への影響を研究した．社会扶助受

給者が日常生活における選択権に恵まれない，作業的不公正の状態にあることを指摘した． 

Mayne-Davis, Wilson & Lowrie (2020) は，難民，亡命希望者に関するオーストラ

リアの新聞記事を対象にクリティカル言説分析を行い，彼らの作業の可能性を限定し，社会

から排除する意識を見出し，その是正を訴えた． 

Delaisse & Huot (2020)は，移民の作業を世界規模で理解するため，JOS に掲載さ

れた文献を文献レビューし，使用された理論における一貫性の欠如を指摘し，移民問題は今

後も継続する課題であることから改善の重要性を指摘した． 

Holthe, Halvorsrud & Lund (2020)は，支援技術を利用する高齢者の視点をクリテ

ィカルに探るために，個別面接，ダイアローグカフェ，環境センサーによる介入，フォーカ

スグループディスカッションを使って，発言をテーマ分析した．高齢者が持つ，参加意識と

環境センサーへの感情を見出した．従来の研究と異なり高齢者を利益関係者 stakeholder と

してクリティカルにとらえる視点を提言し，従来の高齢者蔑視，障害者差別の固定概念への



挑戦の可能性を指摘した． 

Davis & Greenstein (2020) は長年の社会的課題であるジェンダーの不平等をテー

マに，家事の社会的経済的文脈を理解するために，2003-2015 年の American Time Use Study

のデータを使って，大不況の前・中・後の家事遂行，雇用機会と政策とのかかわりを探った．

家事が依然としてジェンダー化された作業であること，懸賞の必要を提言した． 

小田原悦子（フリーランス） 
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Journal of Occupational Science 27巻4号には, ６編の論文が掲載されている.本書評

は６編すべてを紹介する. 

最初の論文は,2019年のRuth Zemke Lecture に選出されたRoyeen(2020) のメタエモ

ーションについての論文である.ここでは,ブラックライブズマター等の抗議運動を取り巻

く高まった感情を踏まえて,作業のメタエモーション（意味のある作業をしているときの感

https://www.tandfonline.com/author/Leadley%2C+Simon
https://www.tandfonline.com/author/Hocking%2C+Clare
https://www.tandfonline.com/author/Jones%2C+Margaret


情や気持ちを対象にした感情や気持ち）に焦点を当てている.編集者のHockingによると,ア

メリカにおける人種差別への抗議運動であるブラックライブズマターは,近年の新型コロナ

感染症蔓延下の様々な制限が起こす不公正に対する,集団的ないらだちの顕著な例である. 

Royeen(2020)は,メタエモーションの定義,現在までの動向を論じ，内省的プロセスとして

検討する.このメタエモーションの洞察を踏まえ,本号の各論文は,意味ある作業と人々の介

入,意味ある作業参加経験への環境の影響を論ずる.まずは, 増加する外国人や少数民族の受

刑者,大学在学中に性的暴行を受けた女性のように，脆弱な生活環境にある人々の作業を議

論した論文である. 

Croux(2020)らは,刑務所内の外国籍や少数民族の受刑者のために公式に準備された作業

（刑務所活動）への参加に関する36論文のスコーピングレビューを行った.これらの研究で

は，外国人の参加よりも少数民族の参加に焦点が当てられていることが明らかとなった.ま

た,それらの作業は,医療や治療プログラムに関するものが大多数を占めていることがわか

った.さらに,囚人へ作業を提供する際の文化的多様性の認識と配慮の重要性が示唆された. 

Stewartsら(2020)は,性的暴行が作業的生活に与える影響に焦点を当てた.ナラティブ探

索の結果,この研究に参加したカナダ人女性は,大学在学中の性的暴行後に日常生活で突然

の混乱を経験し,何気ない作業を行うにも意図的な努力が必要であるが，自分の人生を意図

的に再構築しようとしていた. 

続いて,教育環境の作業経験への影響について,Cabatanら(2020)は,フィリピン人の作業

療法教育者における作業適応について現象学的アプローチを通して分析を行った.その結

果,彼らの置かれた状況は,作業要求に応えるための挑戦的な状況となり,その作業適応は,新

しいあるいは創造的な方法で考え,実行し,反応することで，新しい自己とアイデンティテ

ィーの感覚をもたらすものであることが明らかとなった． 

他に，作業選択とストレスと作業に関する興味深い２論文を紹介する． 

Kolneら(2020)は,障害のある子供や若者を科学・技術・数学学習の教育環境へ導くプロ

グラム（STEM）とその介入の影響に関するシステマティックレビューを報告する.その結

果,障害ある人々をSTEMへと導くことを成功させるには彼らをこれらの作業選択から遠ざ

けている構造的問題により目を向けることの必要性が示唆された. 

Hernandezら(2020)は,作業バランスをいかに成し遂げるか,という点について長期にわ

たる議論を展開した.Wilcock(2006)の“strenuous occupation（ストレスの多い作業）”の概

念を用い,生理学的活性を変化させる作業の正確な説明を提供する. 
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